
資料２

北海道新幹線並行在来線対策協議会の検討スケジュール

区 分 並行在来線の地域交通の確保に関する 新幹線整備に伴う地域課題への対応

調査研究・検討 に関する協議

主な内容 ○調査研究 ○沿線市町に共通する事項又は

・国等の並行在来線支援の状況 広域的な事項の協議

・先行他県等の取組状況（鉄道や

バス等の運行事例等）など ※沿線市町からの提案を踏まえ

・旅客流動調査(ＯＤ) 対応

・事業形態（選択肢）ごとの将来

需要予測 ※個別課題は、総合振興局が

窓口となり協議

○検討

・需要予測に基づく収支試算

・事業形態（選択肢）の検討

・負担割合等の検討 など

スケジュール ※ 江差線（五稜郭・木古内間）の

検討の進め方を参考に、開業時期を ※協議会又はブロック会議の

見極めながら協議・検討を行う。 開催時、必要に応じて議題

とする

○調査研究時期（平成24年度～）

調査研究

○検討の時期

方向性検討

○方向性決定時期(開業の５年前程度)

当面の進め方

（調査研究）

・課題の整理

・取組事項の検討

※課題に応じて

協議

※必要に応じ

て協議

沿線市

町

総合振

興局

課題の提案

調整

共通・広域的

な課題等

ブロック会議で協議

ブロック会議で協議

幹事会で協議

幹事会で協議


